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要　旨　近年，学校教育の情報化が推進されるなか，教師がいかにICT機器を活用し，子ど
もたちの学力を向上させるかが問われている。そのなかでも電子黒板の活用は，英国をはじ
め諸外国において学力向上に有効であると報告され，今後わが国においても普及してくるこ
とは間違いない。そこで本研究は，黒板と電子黒板を併用した授業における新たな発問の在
り方を明らかにする。

キーワード　電子黒板　発問　ICT　教育的タクト

１　はじめに

　わが国の学校における授業の基本スタイル
は，1872年の「学制」発布後，外国の授業方式
を導入し，それをなぞりつつも，たえずやり方
を工夫していくことで確立したものである。そ
の特徴の一つは，「問答」（発問）によって授業
を進めるというやり方である。近代学校が成
立する前の「読み・書き・算（そろばん）」を
各々で行い，分からないところを先生に質問す
るというやり方から，先生が問い，生徒が答え
るという，それまでとは逆のやり方がとられる

ようになった。そして，もう一つの特徴は，黒
板を使うようになったことである。学級の生徒
全員が見ることのできる大きな黒板に，教師が
チョークで板書する。これも，それまでの寺小
屋等における墨と硯による学習からの大きな変
革であった。ここで，「問答」（発問）による授
業にしても，黒板を使用する授業にしても，一
斉授業という形態に適合的な授業のやり方で
あったことは言うまでもない。この発問によっ
て進める授業，黒板を使用する授業という基本
スタイルは，明治時代から今日に至るまで，あ
まり変わっていない。わが国の教師にとって，
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してきた一人である。授業が上手くいくかどう
かは，教師がどのように発問をするかによって
左右されるのである。
　だとすれば，授業に臨む教師の準備として
は，いくら教材研究をし，綿密な板書計画を立
てていたとしても，まだ足りない。授業の目標
に即して思考を深めるために，予め中心発問を
準備（精選）し，教師の問いかけに対する子ど
もたちの応答を予想しておくことが大切であ
る。こうした発問の準備と予想を「発問計画」
と呼べば，わが国の教師は，十分な教材研究と
生徒の実態把握に基づいて，しっかりとした

「板書計画」と「発問計画」を立てることをもっ
て授業の準備としてきたのである。
　ただし，授業というものは，あくまでも目標
に沿い計画的になされるものでありながら，同
時に，豊かに展開する「呼応のドラマ」でもあ
る。そして，このようなドラマを生起させるの
も教師の発問なのである。教師の授業展開の技
術としての発問は，一方で，子どもの応答を予
想しつつ準備・計画されなければならないが，
他方で，豊かに展開する「呼応のドラマ」を生
起させるものとしての「教師のタクト」（教師
の敏感と機才）にゆだねられることになる。

３　授業と電子黒板

（１）電子黒板の登場
　黒板は，「学制」発布以来，140年近くたった
現在も，授業において当時と同じように使われ
続けている。その理由は，黒板が誰でも使えて
簡単であると同時に，黒板を使うことで，「発
問」によって進める一斉授業の教育効果を高め
ることができたからである。
　ところが，近年，教育の情報化の進展ととも
に，教育界にICT機器の導入が加速してきた。
とくに，電子黒板の導入は，従来の黒板にいっ
きにとって代わるものではなく，あくまでも併
用が予想されるとはいえ，わが国の授業の在り
方，教師の授業展開の技術に少なからぬ影響を
与えることは間違いない。電子黒板を使って行
う授業では，その多様な機能を教師がどのよう

十分な教材研究と生徒理解に基づいて，どうい
う「発問」を用意し，「板書計画」を立てるかが，
最も大事な授業の準備となり，授業展開の技術
となっていたのである。
　2006年１月，「高度情報通信ネットワーク社
会推進戦略本部（IT戦略本部）」１）から「IT新
改革戦略」が出された。それにともない，教
育界にもICT機器の導入の流れが加速されてき
た。とくに電子黒板の導入は，わが国の教師の
授業展開の技術，とりわけ従来の黒板と電子黒
板との併用（使い分け）を含む板書計画の在り
方，および発問の在り方に大きな変化をもたら
すことになると考えられる。本研究は，まず，

「発問」という授業展開の技術について，次に，
電子黒板活用の可能性と注意点について述べた
後，最後に，黒板と電子黒板を併用して行う授
業における新たな発問の在り方について考察す
るものである。

２　授業と発問

　明治政府が招聘した外国人によって伝えられ
た教授法としての「問答」は，その後，子ども
の思考に働きかける授業展開の技術「発問」と
して，わが国独自の発展を遂げていくことにな
る。
　「発問」とは何か，という定義づけをめぐっ
ては，斎藤喜博のように，授業のなかで子ども
の思考に働きかける教師の発言のすべてを発問
とする者もいれば，これと説明や指示，あるい
は助言とを区別する者もいる。しかし，こうし
た広義・狭義の捉え方の違いにもかかわらず，
授業のなかでの教師の問いかけによって「子ど
もが思考を働かせること」「教師の教えと子ど
もの学びがかみあうこと」ことを重視している
点は変わらない。
　いずれにせよ，わが国の教師は，授業の展開
において「発問」を最も重要な教授技術の一つ
と考えてきた。吉本均は，「（授業で）子どもた
ちを活かすのも，殺すのも，まさに，発問なの
である」２）と述べている。筆者もこれまで12年
間学校現場で授業を行い，発問の重要性を実感
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に活用し，子どもたちにどのような言葉を投げ
かけるかで，教育効果が大きく左右されるよう
に思われる。
　電子黒板は，パソコンの画面をプロジェク
ターに投影し，付属のペンまたは指を使って，
ボード上で操作を行うことのできる装置であ
る。思い描いた内容や考え，情報等を電子的に
変換することも可能なボードであり，コピーの
取れるものから大画面薄型テレビまで幅広い機
器を含む言葉である。日本では，e-黒板・電子
情報ボード・電子黒板という名前で呼ばれてい
る。この電子黒板が，近年，わが国の学校現場
にも導入され始めている。筆者の地籍校がある
東かがわ市でも，平成22年度から，各校に１台
電子黒板が導入された。機種は，英国・プロメ
シアン社製のアクティブボードである。この
ボードは，電磁誘導方式という方式を採用して
おり，チョークを使っての板書と変わらない操
作と感覚で書くことができる。

（２）電子黒板の機能
　電子黒板を使って何ができるのか。電子黒板
には，メーカーや機種によって若干の違いはあ
るものの，おおよそ次のような機能がある。

①　書き込み機能
　　付属のペンを使って（機種によっては，指

で），黒板と同じように画面に手書きができ
る。資料を簡単に取り込み，取り込まれた資
料の上に，書き加えることも，それを消して

元に戻すこともできる。
②　拡大機能
　　画面の一部を拡大表示できる。資料や実物

を，画面に大きく映せること自体が利点であ
るが，さらに，ある部分を意図的に拡大する
ことで，見る者の視線をそこに焦点化するこ
とができる。

③　保存・再生機能
　　画面を保存し，再生することができる。こ

れにより学習の経過や結果を，必要に応じて
振り返ったり，確かめたりしながら学習を進
めることが手軽にできる。

④　情報収集機能
　　コンピュータの画面をそのまま提示できる

ため，インターネットを使った情報収集を子
どもの前で実演することができる。

⑤　教材作成・提示機能
　　コンピュータ等の情報から教材ファイルを

作成し，画面上に貼り付けておき，授業で簡
単に提示することができる。また，一度作っ
た教材を，再編集したり，再活用したり，ま
た，教員の間で共有することもできる。

　以上，主だった機能のみを挙げたが，アク
ティブボードの説明書のなかに書いてあるとお
り，電子黒板には，「教師の想像力次第で」さ
まざまな活用が考えられる３）。実際の講習や模
擬授業等を見ていても，その活用方法は多岐に
及んでいる。
　清水康敬は，黒板と比較したときの，電子黒

（表１）
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板のメリットとデメリットについて，以下のよ
うにまとめている４）。

　ただし，いくら電子黒板にさまざまな便利な
機能があり，使用のメリットがあるからといっ
て，従来の黒板に完全にとって代わるものでは
ない。アナログの黒板には，それなりのよさが
あり，電子黒板の導入によってこれを手放して
はならない。以下の理由で，黒板と電子黒板
は，あくまでも併用することが望ましいと考え
る。第１に，黒板を使う授業のスピードとテン
ポは，電子黒板を使う授業のそれよりもゆった
りしており，子どもの生理には，意外と後者よ
りも前者が合うのである。もちろん，教える内
容によってはスピーディーでハイテンポの方
が，子どもの集中力を高める場合もある。授業
で扱う教材や子どもの様子に応じて，二つのス
ピードとテンポを自覚的に使い分けることがで
きれば，それが一番よい。このことと関連し
て，第２に，電子黒板を使う授業のなかで提示
できる情報がしばしば過多となり，消化不良を
起こしやすい。授業＝「電子黒板を使ったプレ
ゼン」になると，授業中に分かったつもりに
なっても，後には何も残らないということにな
りかねない。第３に，電子黒板は，ある部分を
ピックアップ的に提示・説明する機器として優
れており，その画面に映されるものは，基本的
に流れて消えるものである。それに対して，黒
板には，消さずに残しておくものが書かれてい
る。たとえば，その日の授業の目当てや流れ，
皆で確認したい大切なことなどである。ある部
分のピックアップ的な提示・説明が強い印象を
与えるものであればあるほど，これを授業全体
の流れや大枠のなかに位置づけることが大切に
なる。黒板と電子黒板を併用すれば，授業のな
かでの部分と全体との行き来，関係把握が容易
になるのである。

（３）電子黒板活用の可能性
　昨年度，筆者の地籍校は，香川県小学校教育
研究会家庭部会の研究指定校となり，平成22年
11月５日（金）に研究発表会を行った。ここで

は，研究発表会の日に提案した筆者の電子黒板
を使った家庭科の授業，および電子黒板を使っ
た普段の授業をもとに，電子黒板の活用方法に
ついて考察する。
　実際の授業においては，電子黒板のみを使う
のではなく，黒板と電子黒板とを併用してい
る。先に述べたように，その日の全体の学習の
流れを黒板で示し，学習活動のなかの補助的・
ピックアップ的な場面で電子黒板を使うのであ
る。電子黒板は，次々と画面が展開する即時性
や，前の学習活動に戻る可逆性を備えてはいる
が，その都度映される画面の印象が強いほど，
子どもたちにとって，本時のねらいは何であっ
たか，どのような学習の流れであったかが分か
りにくくなることがあった。そのために，学習
のめあてや方向性を，つねに子どもたちの目に
触れるように示しておく必要があった。黒板に
は，学習のねらいや流れなどの大枠を示してお
き，部分的に深めたい場面や取り上げたい活動
を電子黒板で行う，そして最後に，また黒板を
使って学習のまとめを行うといった使い分けを
する必要がある。
　では，この黒板と電子黒板の併用という授業
スタイルのなかで，いかに電子黒板を有効活
用できるのか，が問われる。一つは，補助的・
ピックアップな場面で，教師が資料や作品など
の教材を，効率的，印象的に提示・説明するた
めに活用することであろう。資料や作品を画面
に大きく写し，しかもその画面を加工すること
ができる電子黒板は，それほど準備に手間をか
けることなく，教師が子どもたちに理解しづら
い事柄を効率よく理解させることができる。
　もう一つは，授業のなかで子どもたちが「自
分の考えを伝える」「友だちと考えを交流させ
る」ためのメディアとして，電子黒板を活用す
ることである。仲間の考えや作品例は，スペー
スを気にすることなく，数多く取り込んでおく
ことができる。ある子どものノートを映して考
えを発表させたり，ポイントを書き込んだり
等，伝えるバリエーションは比較にならないほ
ど広がる。写真１は，５年生算数「小数の割り
算」の時間に，筆算の仕方を確認するために，
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（４）電子黒板活用に際しての注意点
　こうした電子黒板活用の可能性は，ある側面
から見れば長所となる可能性であっても，別の
面から考えると短所となる可能性でもある。つ
まり，電子黒板を使って行う授業には，落とし
穴もある。以下に，電子黒板活用に際しての注
意点を二つだけ述べる。
　まず１つ目は，「子どもの思考のスピードや
テンポにそぐわない活用」である。電子黒板を
使用すると，さまざま素材や機能をたくさん
使って，子どもたちに多くの事柄を効率よく理
解させることができる。それは，ある意味，教
師にとって大変小気味よいスピードとテンポで
あるといえよう。時間もかなり短縮・節約でき
る。ただし，ここに大きな落とし穴がある。デ
ジタルの素材を矢継ぎ早に与えられると，子ど
もは物事を深く考えようとしなくなるのであ
る。情報過多のなかでは，人間は却ってものを
考えようとしなくなる。したがって，授業の
なかで思考を深めるためには，もう一つのス
ピードとテンポが求められる。間合いをなくし
て，スピーディ・ハイテンポになるのではなく，
できるだけ意図的に間合いを置く方向である。
ゆったりした時間のなかで，じっくりと考える

子どものノートをデジタルカメラで写し，それ
を電子黒板上で映して発表させたものである。
子どもたちは，友だちの考えを実際のノートが
映った画面を見ながら聞くことで，興味・関心
を高めるとともに，教師が画面にポイントを書
き込むことで，さらに理解度が深まり豊かな交
流に発展した。
　「友だちと考えを交流させる」ために電子黒
板を活用した実践例として，筆者の５年生家庭
科「こうするとすずしいよ」の授業を紹介した
い。よく似た意見をつないで学習グループを編
成し，このグループごとにパネルを作らせて発
表させた。他のグループのパネルとの異同に気
をつけて，自分たちのグループのパネルを加工
していく。自分たちのパネルが授業の前半と後
半でどう変化したか，グループ内でも，グルー
プ間でも活発に話し合うことができた。
　以上，電子黒板活用の可能性について述べた
が，「教師の想像力次第で」，さらに活用の幅は
広がっていくであろう。今後，各教科のさまざ
まな活用事例が明らかになってくると思われ
る。

（写真１）
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場面を確保してやる必要がある。ひとときの沈
黙が必要な時もあろう。この相反する「スピー
ド・テンポ」をうまく調和させないと，授業で
学んだことは，決して子どもたちの身に沁み込
むことはない。
　２つ目は，「教師のタクトを駆使した授業の
衰退」である。平成23年度に発売される「デジ
タル教材」とそれに伴って出版される「指導
書」で，電子黒板は，「デジタル教材」活用の
ための便利な機器として，ますます多くの教師
に受け入れられていくだろう。実際に「デジタ
ル教材」を使うと，授業の導入から視覚に訴え，
ゲーム感覚で楽しく問題に取り組める仕掛けが
ふんだんに仕組まれ，とても便利である。指導
書には，発問例やワークシートの作成例など，
授業の流れを構想するために必要なものや，授
業の準備物がパッケージとして用意されている
ので，今日の多忙を極める教師にとっては，と
てもありがたいことである。ただし，ここに落
とし穴がある。授業＝「デジタル教材を使うこ
と」になり，電子黒板＝「デジタル教材・指導
書を活用するための道具」となり，教師＝「そ
の道具を操作する人」になるとき，わが国の教
師が得意とした，タクトを駆使した授業，「呼
応のドラマ」としての授業は，確実に衰退して
いくだろう。これからの若い教師が，電子黒板
という便利な道具を操作することで授業が成立
すると思い込み，タクトフルな授業者として成
長する努力を怠るならば，彼らはいくら年数を
重ねても「技術的実践」しか行えないことにな
る。そのとき彼らは，斉藤喜博のように「教師
として，『授業者』であることを，この上もな
く誇りに思います」５）と言うことができるだろ
うか。

４　電子黒板を使った授業における発問

　最後に，これまでの考察を踏まえて，電子黒
板を使った授業における発問の在り方について
考えてみたい。
　結論から言えば，一方で，子どもの応答を予
想しつつ中心発問を準備・計画すること，およ

び綿密な板書計画を立てて授業に臨むことが，
これまで以上に大切になると思われる。という
のは，電子黒板は，ある部分をピックアップ的
に取り上げて印象づけたり，子どもの多様な意
見や考え方を紹介したりすることで，拡散思
考を促進することに優れた機器だからである。
しっかりとした発問計画と板書計画をもたない
授業（いわば「骨太の構造」をもたない授業）
では，子どもたちの思考は散漫となり，授業の
主題やねらい，基本的な流れから逸れていって
しまうのである。
　それだけに，他方で，つねに子どもたちの思
考を授業の主題のほうに引き寄せ，子どもたち
に授業の大枠を想起させるような，教師の「逸
らさない発問（問いかけ）」が大事になってく
る。具体的には，「その考えは，授業のねらい
と関係があるか？」，「今の意見は，確かによい
考えだが，テーマと合っているか？」等，授業
の主題や大枠に立ち返らせる問いかけである。
どこまで拡散させて，どこから収束させるか，
その時の教室の状態を把握しての発言のタイミ
ングに，教育的タクトがこれまで以上に要求さ
れる。予め準備・計画しておくべき中心発問と
ともに，拡散から収束への思考の転換点でタイ
ミングよく発せられる教師の問いかけが重要に
なるのである。
　「骨太の構造」とともに，高度の教育的タク
トが要求される。その点は，従来の授業も何ら
変わらないのかもしれない。しかし，これまで
以上に，板書計画，中心発問を用意すること，
タクトを駆使することの重要性が高まると考え
る。新しいデジタル機器を導入することで，授
業の準備も教育的タクトもいらなくなるのでは
ない。むしろその逆である。これまで以上に，
オーソドックスの重要性が増すのである。高度
のタクトが要求される「発問（問いかけ）」の
例をもう少しあげてみよう。
　これまでの授業は，黒板と教師と子どもたち
との間で行われてきた。子どもたちは，教師
の発問や指示，説明を聞き，黒板を見ながら，
ノートに書いていた。それが，今までのスタイ
ルであった。図で示すと（図１）のような関係
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である。ところが，電子黒板と黒板の併用に
よって，教室の構図は，（図２）のようになる。
２つの図を見比べてみると明らかに違うのは，
子どもたちの視点が，教師・黒板から教師・黒
板・電子黒板の３本になることである。それに
伴い，黒板と電子黒板をつなぐ矢印が必要にな
ることが分かる。授業の中でこの矢印を作りだ
すのが，教師の「繋げる発問（問いかけ）」で
ある。これも高度のタクトを必要とする発問で
ある。多くの場合，黒板には授業のねらいや大
枠（流れ）が書いてあり，電子黒板にはある部
分の印象深い説明が提示してある。そして，黒
板はあまり消されることなく，電子黒板の画面
は次々と入れ替わる。だから，黒板と電子黒板
を「繋げる発問（問いかけ）」は，実はたいてい，

「部分」と「全体」を「繋げる発問（問いかけ）」，
「部分」を「全体」のなかに位置づける発問（問
いかけ）である。そして，まさにこのような問
いかけによって，効果的に「部分」を「全体」
のなかに位置づけてやることができるかどうか
が，タクトフルな教師とそうでない教師との差
なのである。
　具体的な実践例をあげよう。例えば，その日
の学習目標が「小数の割り算の筆算の仕方が分
かる」とすると，つねにその目標を意識させる
ような発問を仕組んでおく。電子黒板上で割

り算の仕方を交流した後，学習目標を指差し，
「筆算のコツは分かりましたか？」と問いかけ，
コツを全員で確認して黒板に書き（貼り），ノー
トに写させる。「繋げる発問（問いかけ）」で，
黒板と電子黒板を行き来させながら，今やって
いることを確認させ，書くことで定着させる，
という連動を仕組んでいくのである。
　ところで，「繋げる発問（問いかけ）」で繋が
なければならないのは，電子黒板と黒板だけで
はない。教師は空間的に黒板と電子黒板を繋ぐ
だけではなく，時系列で電子黒板Ａ（例えば授
業開始５分後の電子黒板）と電子黒板Ｂ（例え
ば授業終了５分前の電子黒板）とを繋がなけれ
ばいけない（図３）。以前に示した画面を，後
でもう一度子どもたちに提示し，現在の画面と
過去の画面を往来させながら，学習したことを
振り返ったり，確認したりできるのは，電子黒
板の利点である。この利点を生かすのも，教師
の「繋げる発問（問いかけ）」である。
　さらにもう一つ，高度なタクトを要求する

「繋げる発問（問いかけ）」がある。それは，電
子黒板を使った授業において，イメージと概
念（言語）を繋げるための問いかけである。電
子黒板は，黒板以上に視覚・聴覚に訴える情報
を子どもたちに与えることができる。静止画で
あれ，動画であれ，その映像のイメージは強烈

図１　黒板・教師・子どもたちとの関係

教  師

子どもたち

黒  板
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図２　黒板・電子黒板・教師・子どもたちとの関係（空間的）

図３　黒板・電子黒板・教師・子どもたちとの関係（時系列）
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（授業開始５分後の電子黒板）
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である。ただ，そういう既成のイメージを与え
ることは，イメージを共有するという観点から
は，間違いなく望ましいことであるが，しかし
これは，もろ刃の剣である。これを見せられる
と，子どもたちの内的イメージ（イマジネー
ション）が膨らまなくなるのである。だから，
あえて出来合いのイメージを与えない（映像を
見せない）という節制も必要である。授業のな
かで同じイメージを共有することも大事だが，
同時に，概念（言語）のみを与えて，既成のイ
メージを与えないことで，子どもたちの内的イ
メージを膨らませ，その内的イメージを言語化
させることも大事である。また，映像で見た
り，聞いたりした情報を，映像を消して，もう
一度言葉で巧みに表現して分析したり，関係性
を説明したり，あるいは評価したりさせること
が重要となる。これがイメージと概念（言葉）
を繋げるための発問（問いかけ）である。
　電子黒板に頼る授業を続けていると，教師の
説明の言葉が，映像を指さして，「これが」「こ
こが」という指示語ばかりになることがある。
すべての教師は，「言葉の教師」として子ども
にとってのモデルである。そのモデルである教
師の繰る言葉が，「これが」「ここが」の指示語
ばかりになっては本末転倒であろう。映像を見
せずに，子どもたちにイメージを喚起させ，そ
れを共有させる教師は，実は，極めて言葉巧み
に説明しているのである。便利な機器の使用に
よって，そのような教師の言葉の力を衰退させ
てはならない。

５　おわりに

　電子黒板を使った授業は，教師の教育的タク
トを衰退させる可能性（危険性）をもっている。
わが国の学校への電子黒板の導入が，そのよう
な事態を招かないために，黒板と電子黒板を併
用した授業において，一方で，しっかりとした
骨太の授業計画を立てること，他方で，部分を
全体に位置づけ，イメージと概念を繋ぐような
発問（問いかけ）が，これまで以上に重要にな
ることを考察してきた。新しい教育機器を有効

に活用するためにも，綿密な授業の準備をする
こと，そして同時に，高度なタクトを駆使する
ことの重要性はますます高まるのである。
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